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2026 年度 大会開催にあたってのお願い 

 

 向春の候 皆様におかれましてはますますご健勝のこととお慶び申し上げます。 

 近年、登録審判員の減少により実動できる審判員が大幅に減っています。 

審判員減少により、ここ数年審判員の手配がつかず、要請をお断りせざるを得ない

大会が増加しています。今年度も昨年度より登録審判員が 30 名ほど減少しています。 

つきましては、地域や親睦会等の大会実施にあたり参加チームでの審判を基本とし

た当審判委員会への審判要請をお願いいたします。 

 本書面は現時点で確認できる事務局あてに送付していますので、事務局担当者が変

更となっている場合は、新担当者への引き継ぎをお願いします。また、本年度要請が

なかった事務局へは次年度から通知いたしませんので、ご了承願います。 

 

１．2026 年度の「ソフトボール審判員派遣要請書」送付について 

（１）2026 年度の要請書ですので新用紙をご使用願います。 

（旧用紙で要請済みの場合は、再提出不要です。） 

   【お願い】要請期日厳守にてお願いいたします。 

（２）各種大会の重複等により要請人員を確保できない場合、要請をお断りする場合

がありますので、ご容赦ください。 

（３）今年度よりメールによる要請も可能としました。詳細は、要請書をご確認くだ

さい。 

（４）大会要請をする場合は、委員長に日程の確認をお願いします。（重複可否） 

 

２．大会開催にあたってのご検討依頼事項 

（１）参加チームによる審判対応。 

    ・大会を参加チーム主体で運営できるよう各チームで審判技術向上を目的に 

球審や塁審を行う。 

・当審判委員会にて、審判員派遣要請をお受けできなった場合の対応策。 

（２）試合形式について。 

・７イニング、８０分、９０分にこだわらず、5 イニング、５０分、６０分 

など熱中症対策や競技者の怪我防止、疲労削減等を考慮した試合形式への 

変更。 



 

３．競技場作成（ライン引き等）について 

（１）競技場作成は原則、主催者・参加チーム等でお願い致します。 

（２）大会開催日に派遣審判員と一緒に作成する場合は、各グランド最低 3 名以上 

  の補助員を配置してください。 

 

４．熱中症予防対策について 

（１）ソフトボールに限らず、近年の気温上昇により熱中症にかかる競技者が増えて

いますので、大会主催者の全責任のもと大会参加者全員（主催者・スタッフ・競

技者・審判員等）の健康管理に注意を払ってください。 

（２）主催者としては、大会を終了させることが必要かと思いますが、近年の猛暑の 

  中、大会を運営するうえで人命にかかわる状況が発生すると思われる場合には、 

大会の中止、延期など含め検討・決断をお願い致します。 

（３）昨年 6 月にソフトボール大会主催者あてに送付した文書を同封しますので 

  ご一読ください。 

 

以上 


